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選
者
特
選
賞
を
設
け
好
評

　
　

 

二
四
二
名
の
皆
様
か
ら
、
一
二
二
一
句 　
　

　

第
五
回
関
西
現
代
俳
句
大
会
は
去
る
四
月
二
十
五
日
（
土
）、
大

阪
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ヴ
ィ

ア
ー
レ
大
阪
に
お
い
て
、
応

募
者
二
四
二
名
、
投
句
数
一

二
二
一
句
の
参
加
を
得
て
、

併
催
の
理
事
会
・
総
会
・
懇

親
会
と
共
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
残
念
な
が
ら

応
募
者
、
投
句
数
と
も
前
回

を
下
回
っ
た
が
今
回
よ
り
新

し
く
設
け
た
選
者
特
選
賞
の

効
果
も
あ
っ
て
、
昨
年
比
九

％
の
減
少
に
留
ま
っ
た
。
中

で
も
会
員
外
の
投
句
者
六
十

名
か
ら
二
二
八
句
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
有
り

難
か
っ
た
。
年
々
高
齢
化
に
よ
る
会
員
数
減

少
著
し
き
現
状
に
お
い
て
の
こ
の
成
果
は
、

会
員
及
び
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
感

謝
に
耐
え
な
い
。
こ
の
成
果
を
来
年
の
第
六

回
俳
句
大
会
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
。

第
五
回　

関
西
現
代
俳
句
大
会　

入
選
句 

（
計　

三
十
九
句
）

　

大
会
賞

芒
野
を
出
て
く
る
少
し
ず
つ
老
け
て 

藤
井
美
智
男
（
青　

群
）

　

秀
逸
賞

影
法
師
先
に
歩
ま
せ
冬
に
入
る 

井
上
菜
摘
子
（
京
鹿
子
）

自
画
像
の
居
並
ぶ
や
う
な
日
向
ぼ
こ 

倉
橋
あ
つ
子
（
京
鹿
子
）

着
ぶ
く
れ
て
孤
独
し
づ
か
に
育
ち
ゆ
く 

樋
本　

和
恵
（
草　

樹
）

同
じ
方
へ
曲
る
靴
音
敗
戦
日 

桑
田　

和
子
（　

暁　

）

嬰
児
ご
と
引
っ
ぱ
っ
て
来
し
花
筵 

岩
成　

天
風
（　

暁　

）

木
に
草
に
雨
ゆ
き
わ
た
る
草
城
忌 

桑
田　

和
子
（　

暁　

）

寒
卵
割
る
音
今
日
の
は
じ
ま
る
音 

佐
野　

延
子
（　

暁　

）

雪
折
れ
の
傷
は
け
も
の
の
匂
い
す
る 

岡
崎　

淳
子
（　

暁　

）

　

佳
作
賞

人
の
世
の
何
処
か
が
軋
む
年
の
暮 

松
村　

筐
花　

 　
　
　

自
ら
の
影
を
離
れ
て
春
の
蝶 

高
橋　

将
夫
（　

槐　

）

壺
に
挿
す
風
の
か
た
ち
に
秋
の
草 

山
城　

馨
子
（　

藍　

）

色
鉛
筆
転
が
り
春
を
追
ひ
か
け
る 

雨
村　

敏
子
（　

槐　

）

白
菜
を
包
む
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
記
事 

中
俣　
　

博
（
草　

樹
）

笹
鳴
や
い
つ
も
ど
こ
か
で
電
子
音 

片
山　

熙
子
（
京
鹿
子
）

本
流
に
出
て
力
ぬ
く
雪
解
水 

村
松　

桂
子
（
京
鹿
子
）

No. ４４

2015.10.1

No. ４４

2015.10.1

第
五
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催

第
五
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催

第
五
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催

第
五
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催
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三
猿
に
徹
し
て
解
か
ぬ
懐
手 

藤
田
か
も
め　

 　
　
　

　

選
者
特
選
賞

（
赤
尾　

恵
以
選
）

母
と
い
た
昭
和
最
後
の
手
毬
唄 

林　
　

仁
子
（
風　

来
）

（
伊
丹
三
樹
彦
選
）

君
悼
む
た
め
に
わ
れ
在
り
冬
薔
薇 

岡
崎　

淳
子
（　

暁　

）

（
宇
多
喜
代
子
選
）

梟
の
首
ひ
と
回
り
し
て
戦
前 

藤
村　

寿
子
（　

暁　

）

（
尾
崎　

青
磁
選
）

稲
穂
波
土
偶
の
腰
の
張
り
ゆ
た
か 

山
田　
　

和
（
京
鹿
子
）

（
柿
本　

多
映
選
）

は
じ
ま
り
の
音
し
て
木
の
実
落
ち
に
け
り 

東　
　
　

徹
（
獅　

林
）

（
久
保　

純
夫
選
）

色
鳥
や
残
し
て
ゆ
き
し
山
の
雨 
赤
尾　

徳
也
（　

渦　

）

（
小
泉
八
重
子
選
）

冬
の
鵙
母
は
戦
に
子
を
出
さ
ず 

藤
村　

寿
子
（　

暁　

）

（
鈴
鹿　
　

仁
選
）

か
く
れ
ん
ぼ
か
く
れ
た
は
ず
の
枯
野
原 

松
浦
て
つ
子
（　

暁　

）

（
高
橋　

将
夫
選
）

冬
の
川
動
か
ぬ
や
う
で
堰
落
つ
る 

五
十
川
智
恵
子
（
京
鹿
子
）

（
谷
口　
　

洋
選
）

枯
野
出
る
こ
ろ
に
身
軽
に
な
っ
て
い
る 

米
崎
璃
津
子
（　

暁　

）

（
谷
下　

一
玄
選
）

自
画
像
の
居
並
ぶ
や
う
な
日
向
ぼ
こ 

倉
橋
あ
つ
子
（
京
鹿
子
）

（
豊
田　

都
峰
選
）

秋
祭
り
担
ぐ
御
輿
の
神
知
ら
ず 

尾
崎　

青
磁
（　

蕪　

）

（
豊
長
み
の
る
選
）

晩
学
の
一
机
一
灯
年
明
く
る 

川
嶋　
　

充
（　

藍　

）

（
花
谷　
　

清
選
）

み
ほ
と
け
は
指
よ
り
朽
ち
て
寒
の
寺 

片
山　

嘉
子
（　

渦　

）

（
日
原　

輝
子
選
）

美
し
く
ヘ
の
字
ハ
の
字
に
鳥
帰
る 

西
久
保
弘
道
（
南　

海
）

（
政
野
す
ず
子
選
）

凍
星
を
連
れ
て
無
頼
の
猫
帰
る 

中
田
い
つ
子
（　

暁　

）

（
的
場　

秀
恭
選
）

妹
は
い
も
う
と
の
ま
ま
赤
の
ま
ま 

小
崎　

愛
子
（　

葵　

）

（
室
生
幸
太
郎
選
）

遺
影
撮
る
た
め
の
寒
紅
薄
く
引
く 

田
畑
耕
之
介
（
京
鹿
子
）

（
森
田　

智
子
選
）

冬
い
ち
ご
よ
り
も
お
そ
ら
く
死
は
甘
美 

蔵
田
ひ
ろ
し
（
草　

樹
）

（
吉
本
伊
智
朗
選
）

る
い
る
い
と
人
の
世
に
あ
る
蟻
地
獄 

柏
原　

才
子
（
季　

流
）

（
吉
田　

成
子
選
）

夏
衣
富
士
の
山
裾
踏
ん
で
を
り 

高
橋　

将
夫
（　

槐　

）

（
若
森　

京
子
選
）

子
離
れ
の
だ
ん
だ
ん
眠
く
雪
積
も
る 

一
門　

彰
子
（　

暁　

）

（
入
選
句
は
関
西
現
代
俳
句
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
）

俳
句
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て

　

第
五
回
俳
句
大
会
の
参
加
作
品
を
直
ち
に
作
者
無
記
名
の
「
選
句

稿
」
に
ま
と
め
、
二
十
二
名
の
各
選
者
に
送
付
し
た
。
選
句
は
一
人

四
十
句
と
し
、
内
一
句
を
選
者
特
選
賞
と
し
て
選
ん
で
頂
い
た
。

　

今
回
も
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
俳
句
愛
好
者
の
皆
様
方
の
俳
句
に
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対
す
る
熱
意
と
、
当
会
へ
の

熱
い
ご
支
援
の
お
蔭
と
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら

ず
快
く
選
者
を
お
引
受
け
い

た
だ
い
た
方
々
に
も
、
ま

た
、
類
似
句
の
調
査
に
ご
協

力
下
さ
っ
た
現
代
俳
句
協
会

事
務
局
の
お
力
添
え
に
も
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。

　

俳
句
大
会
は
上
藤
お
さ
む

事
務
局
長
の
司
会
に
始
ま

り
、
吉
田
成
子
会
長
は
「
今
年
か
ら
選
者
特
選
賞
を
設
け
た
、
選
句

数
も
十
句
増
や
し
た
の
で
、
高
得
点
句
が
増
え
る
と
考
え
て
い
た

が
、
そ
う
は
な
ら
ず
選
者
の
選
は
可
成
り
散
っ
た
。
こ
れ
は
全
体
の

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
こ
う
い
う
大
会
に
投
句
す

る
の
は
、
自
分
の
作
品
の
評
価
を
確
か
め
る
楽
し
み
が
あ
り
、
他
結

社
の
人
の
作
品
を
知
る
機
会
で
も
あ
る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
杉
浦
圭
祐
氏
に
よ
る
披
講
、
入
選
句
発
表
の
あ
と
吉
田

成
子
会
長
よ
り
各
入
選
者
の
表
彰
が
あ
り
、
最
後
に
各
選
者
に
よ
る

講
評
が
あ
っ
た
が
、
今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
選
者
特
選
賞
へ
の
関
心

が
高
か
っ
た
。

　

栄
え
あ
る
大
会
賞
を
獲
得
さ
れ
た
藤
井
美
智
男
氏
。
以
下
秀
逸
賞

八
名
。
佳
作
賞
八
名
。
選
者
特
選
賞
二
十
二
名
。
計
三
十
九
名
に
吉

田
成
子
会
長
よ
り
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
最
後
に
選
者
に
よ

る
講
評
で
大
会
を
締
め
括
っ
た
。

　

な
お
俳
句
大
会
の
選
者
は
協
会
の
理
事
及
び
各
結
社
の
代
表
者
を

中
心
と
し
た
次
の
方
々
に
お
願
い
し
た
。（
五
十
音
順
）

赤
尾
恵
以
（
渦
）・
伊
丹
三
樹
彦
（
暁
）・
宇
多
喜
代
子
（
草
樹
）・

尾
崎
青
磁
（
蕪
の
会
）・
柿
本
多
映
・
久
保
純
夫
（
儒
艮
）・
小
泉

八
重
子
（
季
流
）・
鈴
鹿
仁
（
京
鹿
子
）・
高
橋
将
夫
（
槐
）・
谷
口

洋
（
駅
）・
谷
下
一
玄
（
半
夜
）・
豊
田
都
峰
（
京
鹿
子
）・
豊
長
み

の
る
（
風
樹
）・
花
谷
清
（
藍
）・
日
原
輝
子
（
頂
点
）・
的
場
秀
恭

（
獅
林
）・
政
野
す
ず
子
（
暁
）・
室
生
幸
太
郎
（
暁
）・
森
田
智
子

（
樫
）・
吉
本
伊
智
朗
（
斧
）・
若
森
京
子
（
海
程
・
船
団
）・
吉
田

成
子
（
草
樹
）
の
二
十
二
名
の
選
者
で
す
。

　

以
上
を
も
っ
て
大
会
は
滞
り
な
く
成
功
理
に
終
了
し
た
。
多
数
の

皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

（
事
務
局
）
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異
常
気
象
に
振
り
回
さ
れ
る
よ
う
な
一
年
も
大
方
過
ぎ
、
酷
暑
の

あ
と
思
い
が
け
ず
秋
が
早
く
来
ま
し
た
。
日
頃
は
協
会
運
営
に
御
協

力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
今
年
は
当
協
会
に
と
っ
て
貴
重
な
先
輩

の
訃
報
が
続
き
ま
し
た
。
二
月
に
和
田
悟
朗
顧
問
、
そ
し
て
七
月
に

は
豊
田
都
峰
顧
問
、
続
い
て
九
月
に
吉
本
伊
智
朗
顧
問
で
す
。
と
も

に
こ
の
会
の
発
展
に
一
方
な
ら
ず
尽
く
さ
れ
た
方
で
す
。
か
け
が
え

の
な
い
先
達
三
人
を
失
い
、
会
長
と
し
て
こ
の
会
の
今
後
に
心
許
無

い
思
い
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
そ
ん
な
中
で
四
月
の
「
総
会
、
俳
句
大
会
」
ま
た
八
月
に

は
今
年
新
し
く
企
画
し
ま
し
た
「
定
例
句
会
」
の
第
一
回
を
開
催
、

加
え
て
隔
年
開
催
の
「
吉
野
の
桜
を
守
る
た
め
の
色
紙
・
短
冊
展
示

頒
布
会
」
な
ど
の
行
事
も
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
何
れ
も
皆
様
の
篤

い
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
盛
会
で
し
た
。

　

昨
今
俳
壇
の
高
齢
化
は
益
々
進
み
、
当
協
会
も
そ
の
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
会
員
の
減
少
は
止
む
無
い
事
態
と
し
て
今
後
も
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
こ
の
現
象
に
お
い
て
も
我
々
の
俳
句
に
寄

せ
る
熱
意
が
削
が
れ
る
わ
け
で
は
無
い
と
信
じ
ま
す
。
今
後
も
皆
様

の
協
力
を
得
て
、
関
西
現
代
俳
句
協
会
が
会
員
の
俳
句
活
動
の
意
義

あ
る
拠
点
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　 

関
西
現
代
俳
句
協
会　
　
　
　
　

 

会
長　

吉
田　

成
子　

会  

長  

挨  

拶

　

忘
年
・
句
集
祭
の
お
知
ら
せ

こ
の
会
報
に
本
年
の
「
忘
年
・
句
集
祭
」
の
ご
案
内
と
参
加
申

込
み
の
ハ
ガ
キ
、
並
び
に
句
集
出
展
の
申
込
み
用
紙
を
同
封
し

て
い
ま
す
。

申
込
み
の
締
切
り
は
十
一
月
五
日
で
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
会
員
の
句
集
、
著
書
に
つ
い
て

会
員
の
皆
様
が
上
梓
さ
れ
た
句
集
や
著
書
は
関
西
現
代
俳
句

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
へ
一
冊
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
事
務
局
の
住
所
は
次
の
通
り
で
す
。

　

〒
六
一
九
―
〇
二
二
四

木
津
川
市
兜
台
五
―
一
―
十
三　

木
津
か
ぶ
と
台

十
四
―
一
〇
一　

上う
え

藤ふ
じ

お
さ
む
方

　

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
務
局

※
会
員
の
訃
報
に
つ
い
て

会
員
の
ご
逝
去
は
、
ご
家
族
や
会
員
の
皆
様
か
ら
の
お
知
ら

せ
に
よ
り
、
東
京
の
協
会
本
部
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
知
合
い
の
ご
逝
去
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い
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◆
忘
年
会
＆
第
39
回
句
集
祭

　

恒
例
の
「
忘
年
会
＆
句
集
祭
」
を
平
成
26
年
12
月
6
日
（
土
）

に
開
催
し
た
。
場
所
は
前
年
と
同
じ
大
阪
船
場
の
ホ
テ
ル
ヴ
ィ

ア
ー
レ
大
阪
、
参
加
者
は
74
名
で
あ
っ
た
。

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
業
報
告

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
業
報
告

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
業
報
告

平
成
26
年
7
月
〜
27
年
6
月

平
成
26
年
7
月
〜
27
年
6
月会

　
長
　
吉
　
田
　
成
　
子

　

吉
田
成
子
会
長
よ
り
「
寒
波
の
中
よ
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
。
昨
年
を
上
回
る
人
数
で
喜
ん
で
い
る
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ

の
句
集
祭
が
良
き
思
い
出
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。」
と
の
挨

拶
。
上
藤
事
務
局
長
か
ら
「
先
程
の
理
事
会
に
お
い
て
、
議
題
は

す
べ
て
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
」
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
続
い

て
句
集
祭
と
な
り
、
18
点
の
句
集
と
5
点
の
文
集
等
昨
年
を
上
回

る
23
点
の
披
露
と
句
集
代
表
句
の
披
講
が
な
さ
れ
た
。

◆
平
成
27
年
度
理
事
会
・
総
会

　

今
年
の
「
総
会
」
は
4
月
25
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ

大
阪
で
開
催
し
た
。
理
事
会
、
総
会
に
続
き
俳
句
大
会
、
懇
親
会

が
行
な
わ
れ
た
。
出
席
者
は
理
事
会
20
名
・
総
会
64
名
・
俳
句
大

会
77
名
・
懇
親
会
68
名
で
あ
っ
た
。
総
会
は
64
名
の
出
席
と
312
名

に
よ
る
委
任
状
提
出
で
成
立
し
た
。
議
長
に
選
出
さ
れ
た
的
場
秀

恭
副
会
長
の
進
行
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
た
。
何
れ
も
理
事
会
の
審

議
事
項
と
変
わ
ら
ず
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
た
。

（
議
案
及
び
報
告
事
項
）

第
一
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案　

平
成
26
年
度
会
計
報
告

第
三
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
計
画

第
四
号
議
案　

平
成
27
年
度
予
算
案

第
五
号
議
案　

事
務
局
役
員
の
変
更
並
び
に
増
員
に
つ
い
て
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役
員
の
変
更
に
つ
い
て
提
案
。
原
案
通
り
満
場
一
致
に
て
承
認
さ

れ
た
。

従
っ
て
、
川
﨑
奈
美
理
事
は
企
画
部
長
を
辞
任
し
事
務
局
長
補
佐

に
、
西
川
吉
弘
理
事
が
企
画
部
長
に
就
任
し
た
。

（
報
告
事
項
）

・
第
十
五
回
現
代
俳
句
協
会
大
賞 

高
橋
睦
朗
氏
受
賞

・
東
京
通
常
総
会
の
報
告 

十
月
の
全
国
大
会
（
東
京
）
に
協
力

・
色
紙
・
短
冊
展
開
催
に
つ
い
て

◆
色
紙
・
短
冊
展

隔
年
開
催
の
「
吉
野
の
桜
を

守
る
た
め
の
色
紙
・
短
冊
展

示
頒
布
会
」
を
日
本
伝
統
俳

句
協
会
関
西
支
部
・
俳
人
協

会
関
西
支
部
・
関
西
現
代
俳

句
協
会
の
三
協
会
共
催
で
、

八
月
二
十
八
日
（
金
）・
二

十
九
日
（
土
）
両
日
に
大
阪

市
中
央
公
会
堂
に
於
い
て
開

催
さ
れ
、
各
結
社
の
協
力
に

よ
り
当
初
の
目
標
を
達
成
し

た
。

◆
青
年
部
の
活
動

①
関
西
現
代
俳
句
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
青
年
ペ
ー
ジ
を
毎
月

掲
載
。

②
平
成
二
十
六
年
十
二
月
、
第
三
回
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
（
共
催
：
関

西
現
代
俳
句
協
会
）、『
関
西
六
大
学
対
抗
俳
句
バ
ト
ル
』
と
称

し
、
京
大
、
阪
大
、
立
命
館
、
甲
南
、
龍
谷
連
合
が
俳
句
甲
子

園
形
式
で
対
戦
。
伊
丹
市
柿
衞
文
庫
に
約
五
十
名
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
た
。（
内
半
数
が
大
学
生
）

③
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
（
土
）
関
東
・
関
西
青
年
部
員

と
句
会
＆
懇
親
会
を
開
催
し
た
。（
参
加
者
十
九
名
）

④
平
成
27
年
8
月
9
日
（
日
）、
関
西
現
代
俳
句
協
会
青
年
部
主

催
に
よ
る
「
俳
句
ス
パ
ー
ク
ス
関
西
！
追
悼
・
和
田
悟
朗
」
が

神
戸
・
三
宮
で
開
催
さ
れ
た
。
基
調
報
告
は
和
田
悟
朗
氏
が
代

表
を
務
め
て
い
た
「
も
と
の
会
」
幹
事
の
野
口
裕
氏
。
他
に
青

年
部
か
ら
岡
村
知
昭
氏
、
曾
根
毅
氏
の
両
名
。
協
会
外
の
若
手

か
ら
仮
屋
賢
一
氏
の
四
名
が
、
先
に
発
刊
さ
れ
た
「
和
田
悟
朗

全
句
集
」
を
読
み
解
い
て
い
く
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
。
協
会

内
外
か
ら
三
五
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

◆
会
報
の
発
行

平
成
27
年
10
月
第
44
号
を
発
行
、
関
西
地
区
全
会
員
、
全
地
区
現

代
俳
句
協
会
及
び
関
係
先
に
配
布
し
た
。 

（
上
藤
お
さ
む
）
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今
年
度
の
、
現
代
俳
句
協
会
に
入
会
さ
れ
た
関
西
地
区
の
会
員
の

方
々
か
ら
一
句
ず
つ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
披
露
い
た

し
ま
す
。 

（
到
着
順
・
括
弧
内
は
所
属
誌
）

書
架
に
満
つ
過
去
の
匂
い
や
半
夏
生 

南
葉
江
津
子 

（　

 

藍 　

）

蟬
ポ
ロ
リ
ポ
ロ
リ
ポ
ロ
リ
と
白
く
な
る 

葛
城　

裸
時

原
爆
忌
語
り
部
い
ま
だ
国
訛
り 

山
浦　
　

純 

（
獅　
　

林
）

閑
か
な
る
蟬
の
谺
や
苔
育
つ 

早
藤
ほ
づ
み 

（　

 

藍 　

）

瓢
簞
の
器
量
良
し
悪
し
屁
の
河
童 

妹
尾　
　

節

原
爆
忌
開
け
て
は
な
ら
ぬ
玉
手
箱　
　

い
わ
き
り
秋
月

天
道
虫
飛
ん
で
残
れ
る
夢
の
跡 
北
浦
ひ
ば
る

ふ
ら
こ
こ
や
地
球
の
地
軸
傾
き
て 

河
合　

和
彦 

（
獅　
　

林
）

故
郷
は
今
も
昔
も
青
田
風 

植
松　

半
石

　

今
年
度
の
入
会
者
は
十
一
名
（
八
月
末
現
在
）
で
し
た
が
、
残
念

乍
ら
二
名
の
方
は
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

新 

会 

員 

の 

一 

句

の
会
計
報
告
を
ご
確
認
下
さ
い
。

　

幸
い
に
し
て
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
第
五
回
俳
句

大
会
開
催
の
効
果
で
あ
り
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
す
。
関
西
を
元

気
づ
け
る
た
め
の
大
切
な
行
事
で
あ
り
、
経
理
面
で
も
助
か
っ
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
二
十
八
年
度
第
六
回
大
会
へ
も
奮
っ
て
ご
参
加

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
会
員
数
減
少
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
会
員
増
加
の

た
め
「
一
人
が
一
人
の
会
員
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
事
務
局
一

同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
切
望
し
て
い

ま
す
。 

（
経
理
部
長　

村
田
あ
を
衣
）

企
画
部
長
就
任
ご
挨
拶

　

今
般
、
企
画
部
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
西
川
吉
弘
で

す
。
文
字
通
り
の
浅
学
非
才
そ
の
も
の
で
す
が
、
会
長
、
事
務
局
長

の
ご
指
導
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
て
微
力
を

振
り
絞
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

直
近
の
企
画
と
し
て
は
、
定
例
句
会
の
開
催
で
す
。
既
に
第
一
回

句
会
は
八
月
二
十
九
日
に
、
大
阪
市
の
中
央
公
会
堂
で
盛
況
裡
に
開

催
出
来
ま
し
た
。
第
二
回
定
例
句
会
は
十
月
三
十
一
日
に
、
大
阪
市

の
中
央
電
気
俱
楽
部
で
開
催
し
ま
す
が
、
既
に
多
数
の
参
加
申
し
込

み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
句
集
祭
等
の
定
例
行
事
も
多
数
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
共
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
企
画
部
長　

西
川
吉
弘
）

経
理
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

四
月
二
十
五
日
（
土
）
昨
年
と
同
じ
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
に

て
開
催
さ
れ
た
総
会
は
六
十
四
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
平
成
二
十
六

年
度
の
会
計
報
告
、
二
十
七
年
度
の
予
算
案
な
ど
を
ご
審
議
頂
き
、

何
れ
も
事
務
局
提
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
い
数
字
は
別
表

事 

務 

局 

便 

り
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八
月
二
十
九
日
（
土
）、
午
後

一
時
よ
り
大
阪
市
の
中
之
島
中
央

公
会
堂
に
て
第
一
回
の
定
例
句
会

を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
事
務
局

五
名
を
含
め
総
勢
二
十
五
名
で

あ
っ
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。

　

※
参
加
者
の
作
品
は
次
の
通
り

球
児
等
の
泪
と
笑
顔
八
月
尽 
森
口　

和
子

秋
初
め
五
分
の
魂
今
三
匹 

同

子
の
き
え
し
其
の
魔
性
み
た
る
秋
の
闇 
同

ひ
と
り
い
る
こ
と
の
痛
覚
蟬
時
雨 

谷
川
す
み
れ

炎
昼
や
音
を
た
て
ず
に
や
り
す
ご
す 

同

睡
蓮
や
お
の
が
光
を
全
開
す 

同

足
ど
り
に
出
る
わ
が
齢
蚯
蚓
鳴
く 

野
村　

朴
人

茶
の
友
の
日
々
汲
み
に
く
る
水
澄
め
り 

同

マ
グ
マ
噴
く
山
が
真
向
ひ
赤
の
ま
ま 

同

水
打
ち
て
い
き
な
り
蛙
に
抱
き
つ
か
れ 

吉
村　

艶
子

ス
テ
テ
コ
の
父
に
抱
っ
こ
を
ね
だ
る
児
よ 

同

ポ
ス
タ
ー
の
血
の
気
奪
ひ
し
大
西
日 

同

雷
一
過
罪
あ
り
あ
り
と
七
十
年 

志
々
見
久
美
子

口
結
び
尻
尾
巻
く
な
と
新
酒
汲
む 

同

休
肝
日
お
し
よ
せ
て
く
る
草
い
き
れ 

同

言
ひ
訳
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
汗
み
ど
ろ 

松
島　

圭
伍

露
草
に
生
れ
て
瑠
璃
の
ひ
と
雫 

同

灯
火
親
し
額
に
眼
鏡
休
ま
せ
て 

同

軸
足
に
し
れ
っ
と
深
い
踊
の
輪 

三
好
つ
や
子

眠
ら
な
い
ラ
イ
オ
ン
の
顔
文
字
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ 

同

朝
帰
り
見
な
い
ふ
り
す
る
立
葵 

同

天
刑
の
骨
と
血
で
咲
く
曼
珠
沙
華 

山
浦　
　

純

虫
時
雨
宇
宙
に
上
下
天
地
な
し 

同

白
桃
を
剝
け
ば
指
よ
り
滴
れ
り 

同

戦
な
き
七
十
年
を
生
き
て
秋 

志
村　

宣
子

ひ
ま
わ
り
の
向
か
う
少
年
特
攻
兵 

同

蚊
帳
の
闇
た
た
む
昭
和
を
波
だ
た
せ 

同

良
夜
か
な
影
の
先
行
く
宇
治
十
帖 

北
村　

峰
月

間
引
き
菜
の
命
た
ふ
と
し
酢
味
噌
和
へ 

同

団
栗
の
ど
つ
ち
ど
つ
ち
の
手
の
ど
つ
ち 

同

村
祭
伊
勢
よ
り
獅
子
の
舞
ひ
来
る 

勝　
　

俊
一

玉
音
を
聴
く
校
庭
に
茄
子
の
花 

同

第
一
回
定
例
句
会
開
催
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沈
め
て
も
意
志
あ
る
ご
と
く
浮
人
形 

同

マ
ド
ン
ナ
は
今
も
マ
ド
ン
ナ
敬
老
日 

高
橋　

将
夫

踊
の
輪
切
れ
て
も
す
ぐ
に
つ
な
が
り
ぬ 

同

銀
河
系
宇
宙
と
浄
土
系
宇
宙 

同

燕
去
ぬ
公
会
堂
の
レ
ン
ガ
窓 

大
西　

陽
子

天
国
と
地
獄
の
は
ざ
ま
カ
ン
ナ
咲
く 

同

来
し
方
の
強
き
一
本
百
日
紅 

同

秋
暑
し
誰
も
知
ら
な
い
偉
人
像 

内
田　
　

茂

青
春
切
符
二
百
十
日
を
乗
り
継
げ
り 

同

蛇
穴
に
後
悔
の
な
い
旅
を
し
て 

松
浦
て
つ
子

木
棺
の
朱
形
を
残
し
涼
新
た 

同

肌
に
染
む
熊
野
古
道
の
盆
の
月 

同

チ
ェ
ロ
ビ
オ
ラ
み
な
新
涼
の
ビ
ブ
ラ
ー
ト 
一
門　

彰
子

ひ
ら
く
書
に
養
生
の
こ
と
つ
く
つ
く
し 

同

星
合
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
擦
れ
違
う 
同

胎
動
が
激
し
い
嬉
し
い
菊
人
形 

葛
城　

裸
時

バ
ッ
タ
飛
ぶ
ネ
ッ
ト
空
間
冷
や
す
頃 

同

カ
カ
シ
さ
ん
僕
の
体
を
借
り
に
き
た 

同

風
神
と
雷
神
の
間
の
新
走 

木
村
オ
サ
ム

音
声
に
書
き
順
あ
ら
ず
天
の
川 

同

白
桃
を
吸
う
て
未
知
な
る
母
へ
出
る 

同

丘
に
ゐ
て
つ
く
つ
く
法
師
ま
み
れ
な
り 

橋
本
小
た
か

ま
だ
顔
に
つ
い
て
る
感
じ
蜘
蛛
の
糸 

橋
本
小
た
か

い
っ
せ
い
に
窓
あ
け
る
脚
だ
ん
ご
む
し 

同

音
た
て
て
粘
着
テ
ー
プ
切
る
残
暑 

桑
田　

和
子

末
席
に
秋
の
身
を
置
く
黒
真
珠 

同

身
の
ほ
ど
の
影
持
つ
栃
も
団
栗
も 

同

日
の
残
る
空
な
ま
ぐ
さ
し
凌
霄
花 

吉
田　

成
子

水
面
打
つ
雨
を
見
て
を
り
夏
の
果 

同

新
米
や
こ
の
国
い
ま
も
疎
開
人 

同

八
月
や
赤
き
種
痘
の
証
明
書 

上
藤
お
さ
む

八
月
や
癌
細
胞
を
連
れ
歩
く 

同

終
戦
日
楷
書
で
署
名
し
て
を
り
ぬ 

同

葛
あ
ら
し
日
本
海
を
遠
ざ
か
る 

川
﨑　

奈
美

落
蟬
の
翅
の
み
ど
り
も
二
タ
夜
経
し 

同

新
米
の
艶
を
よ
ろ
こ
ぶ
た
な
ご
こ
ろ 

同

は
じ
ま
り
は
煙
は
げ
し
き
大
文
字 

杉
浦　

圭
祐

朝
顔
や
と
き
ど
き
ひ
ら
く
錆
の
門 

同

滝
写
せ
ば
も
う
戻
り
来
ぬ
水
光
る 

同

八
月
や
語
れ
ぬ
ま
ま
の
七
十
年 

西
川　

吉
弘

字
余
り
の
よ
う
な
戦
後
の
八
月
尽 

同

ね
こ
じ
ゃ
ら
し
明
日
は
明
日
の
風
に
揺
れ 

同

 

（
記
録　

西
川　

吉
弘
）
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 平成26年度　決 算 報 告 書 平成27年 4 月25日　
 （自 ・ 平成26年 4 月 1 日～至・平成27年 3 月31日） 関西現代俳句協会　（単位：円）

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　　　　　　目 金　　額 項　　　　　　　目 金　　額

前年度繰越金 1,914,594 総　 会 　費 806,539
本部交付金 1,578,800 会 議 費 41,493
総 会 費 520,000 俳句大会費 485,962
俳句大会投句料（投句数1221句） 814,000 句 集 祭 756,104
句集祭参加費 486,000 青年部活動費 105,526
青 年 部 35,500 印 刷 費 293,640
雑 収 入 260,000 事 務 費 31,519

通 信 費 318,772
交 通 費 162,930
役 員 手 当 330,000
ホームページ費 120,000
雑 費 17,242
弔 費 32,400
次期繰越金 2,106,767

合　　　　　　　計 5,608,894 合　　　　　　　計 5,608,894

三菱東京UFJ銀行普通預金 1,640,157円（利子 250円含む）
現金 466,610円
収入 5,608,894円－支出 3,502,127円＝2,106,767円
残金 2,106,767円を次年度へ繰り越します。
　　上記の通り、平成26年度の収支決算報告を致します。 会　計　村田あを衣 　
　　上記の通り、厳正に処理されたことを認め、報告いたします。
 平成27年 4 月18日　　会計監査　西川　吉弘 　　辻本　孝子 　

 平成27年度　予　　　　算 平成27年 4 月25日　
 （自 ・ 平成27年 4 月 1 日～至・平成28年 3 月31日） 関西現代俳句協会　（単位：円）

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　　　　　　目 金　　額 項　　　　　　　目 金　　額

前年度繰越金 2,106,767 総　 会 　費（会場費・懇親会費） 800,000
本部交付金 1,600,000 会　 議 　費 100,000
総　 会 　費（懇親会費） 500,000 句　 集 　祭（会場費・懇親会費） 700,000
句集祭参加費（懇親会費） 500,000 俳 句 大 会 費（会場費・賞品費） 500,000
俳句大会参加費（投句料） 800,000 定 例 句 会 費（会場費・その他） 50,000
定例句会参加費 50,000 印　 刷 　費（会報・その他） 300,000
青年部活動費 50,000 通　 信 　費（郵送料・電話代・その他） 300,000

事　 務 　費（事務用品） 100,000
交　 通 　費 200,000
役  員  手  当 400,000
青年部活動費（講演会・句会他） 200,000
ホームページ費 120,000
雑　　　　費（慶弔費・消耗品代） 50,000
次期繰越金 1,786,767

合　　　　　　　計 5,606,767 合　　　　　　　計 5,606,767
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謹　
　
　

悼

　

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
よ
り
、
本
年
九
月
十
日
迄

の
期
間
中
に
現
代
俳
句
協
会
で
受
付
け
た
、
ご
逝
去
会

員
の
お
名
前
を
お
知
ら
せ
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。 

（
敬
称
略
。
括
弧
内
は
住
所
と
所
属
誌
名
）

記　
　
　

清
水　

盛
一 

（
兵
庫
県
・
草
樹
）

吉
田
不
可
止 

（
兵
庫
県
・
風
来
）

長
尾　

由
夫 

（
兵
庫
県
・
な
ぎ
さ
）

山
本　

光
胤 

（
大
阪
府
・
響
・
海
程
）

辻
本　

照
美 

（
大
阪
府
・
所
属
な
し
）

新
納　

科
村 

（
京
都
府
・
京
鹿
子
）

伊
丹　

公
子 

（
兵
庫
県
・
青
群
）

田
上
多
喜
子 

（
兵
庫
県
・
青
群
・
秋
）

的
井　

健
朗 

（
大
阪
府
・
頂
点
・
杭
）

和
田　

悟
朗 

（
奈
良
県
・
風
来
）

川
嶋　
　

充 

（
滋
賀
県
・
藍
）

鈴
鹿
け
い
子 

（
京
都
府
・
京
鹿
子
）

豊
田　

都
峰 

（
京
都
府
・
京
鹿
子
）

吉
本
伊
智
朗 

（
兵
庫
県
・
斧
）

　

関
西
現
代
俳
句
協
会
で
は
二
〇
〇
四
年
十

月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
さ
れ
な
い
方

に
は
ご
理
解
困
難
な
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
今
月
の
エ
ッ
セ
イ
」

会
員
の
エ
ッ
セ
イ
（
毎
月
更
新
）。

二
〇
〇
五
年
一
月
ス
タ
ー
ト
、
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

②
協
会
の
入
会
案
内

入
会
の
方
法
、
問
合
せ
先
。

③
新
着
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
の
更
新
情
報
及

び
協
会
情
報
。

④
協
会
の
概
要

関
西
現
代
俳
句
協
会
の
略
史
、
協
会
会
報

の
全
頁
を
紹
介
。

活
動
内
容
（
講
演
会
、
全
国
大
会
、
忘
年
・

句
集
祭
、
関
西
俳
句
大
会
、
定
例
句
会
、

吟
行
会
な
ど
）、
役
員
構
成
、
事
務
局
の

所
在
地
。

⑤
結
社
・
俳
誌
紹
介
（
登
録
の
あ
る
結
社
）

五
十
音
順
と
府
県
別
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

結
社
俳
誌
名
、
主
宰
・
代
表
者
名
、
発
行

所
の
所
在
地
、
発
足
年
月
を
記
載
。（
依

頼
に
よ
り
随
時
更
新
）

⑥
会
員
の
著
作

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
の
会
員
の
句
集

な
ど
の
著
書
を
紹
介
。

⑦
イ
ベ
ン
ト
案
内

協
会
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
全
国
大
会
、
吟
行
会
な
ど
の
紹
介｡

⑧
青
年
部
ペ
ー
ジ

青
年
部
員
の
作
品
や
連
載
エ
ッ
セ
イ
、
句

会
・
勉
強
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
行

事
案
内
と
記
録
を
掲
載
。

⑨
リ
ン
ク

協
会
関
係
並
び
に
会
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
サ
イ
ト
）
や
ブ
ロ
グ
へ
の
リ
ン
ク
ペ
ー

ジ
。

　

い
ず
れ
の
ペ
ー
ジ
も
掲
載
ご
希
望
の
場
合

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（
事
務
局
）

関
西
現
代
俳
句
協
会
の

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
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本
年
十
月
以
降
来
年
九
月
ま
で
の
関
西
現

代
俳
句
協
会
の
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

＊
会
報
の
発
行

会
報
四
十
四
号
を
十
月
に
発
行
。

＊
「
忘
年
・
句
集
祭
」

平
成
二
十
七
年
十
二
月
五
日
（
土
）、
ヴ
ィ

ア
ー
レ
大
阪
に
て
午
後
三
時
十
分
よ
り
句

集
祭
、
五
時
三
十
分
よ
り
懇
親
会
開
催
。

＊
総
会
並
び
に
俳
句
大
会

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日
（
土
）、 

ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
に
お
い
て
総
会
並
び
に

第
六
回
関
西
現
代
俳
句
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
俳
句
大
会
の
作
品
応
募
要
領
な

ど
は
次
の
通
り
で
す
が
、
こ
の
会
報
に
投

句
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
出
来

る
だ
け
多
数
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。

投
句
作
品
の
締
切　

二
十
八
年
一
月
末
日

投
句
料 

三
句
一
組　

二
千
円

（
何
組
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
会

員
外
の
投
句
も
歓
迎
し
ま
す
）

送
り
先 

投
句
用
紙
に
記
載

＊
平
成
二
十
八
年
度
定
例
句
会
開
催
予
定

第
三
回 

平
成
28
年
7
月
30
日
（
土
）

第
四
回 

平
成
28
年
10
月
29
日
（
土
）

そ
れ
ぞ
れ
定
員
五
十
名

会
場　

ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
（
五
階

会
場
）
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
ま
で
の
道
順

は
、
会
報
同
封
の
ご
案
内
に
も
書
い
て
い
ま

す
が
念
の
た
め
次
の
通
り
で
す
。

地
下
鉄
御
堂
筋
線
本
町
駅
下
車
、
一
号
出
口

を
出
て
、
す
ぐ
東
（
左
、
堺
筋
方
向
）
へ
徒

歩
三
分
（
左
記
地
図
参
照
）

な
お
梅
田
方
面
か
ら
は
一
番
う
し
ろ
の
車

輌
、
天
王
寺
方
面
か
ら
は
一
番
前
の
車
両
に

乗
車
さ
れ
る
と
一
号
出
口
に
近
い
位
置
で
す｡

◆
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
予
定

◆
「
忘
年
・
句
集
祭
」
の
会
場
に
つ
い
て

関
西
現
代
俳
句
協
会
会
報
・
第
44
号

発　

行
・
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

発
行
人
・
吉
田　

成
子

編
集
人
・
上
藤
お
さ
む

事
務
局
・
〒
六
一
九
―
〇
二
二
四

　
　
　

木
津
川
市
兜
台
五
―
一
―
十
三

　
　
　

木
津
か
ぶ
と
台
十
四
―
一
〇
一

TEL 

FAX 

〇
七
七
四
―
七
二
―
八
五
八
四

／

りそな銀行
●

りそな銀行
●

大阪国際ビル
●
大阪国際ビル
●

丸紅
●
丸紅
●

●●
●御堂筋本町ビル●御堂筋本町ビル

アカチャンホンポ
●

アカチャンホンポ
●

●イトキン●イトキン

本町通本町通

中央大通
地下鉄中央線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

御
堂
筋

御
堂
筋

本
町
本
町

堺
筋
本
町

堺
筋
本
町

①①

⑰⑰

堺
筋
堺
筋

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
堺
筋
線

○
会
費
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

平
成
二
十
七
年
度
、
現
代
俳
句
協
会

会
費
（
一
万
円
）
未
納
の
方
は
、
す

み
や
か
に
所
定
の
振
替
用
紙
に
て
納

入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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